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日
暮
消
防
団
員
募
集

【消
防
国
の
紹
介
】

は
じ
め
ま
し
て
―
第
二
十
三
分
団
で
分

団
長
を
し
て
ま
す
松
本
と
申
し
ま
す
。
日
暮

消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て
地
域
の
皆
様
ヘ

知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
筆
を
取
り
ま
し

た
。
消
防
団
そ
の
も
の
の
紹
介
は
、
総
務
省

消
防
庁
の
消
防
団
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
を
参
照
下
さ
い
。
こ
の
紙
面
で
は
、

日
暮
消
防
団
の
活
動
に
焦
点
を
当
て
て
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
現
在
、
二
十
三
分
団

員
と
し
て
、　
一
緒
に
活
動
し
て
頂
け
る
仲
間

を
絶
賛
募
集
中
で
す
―

【日
暮
消
防
国
と
は
】

年
間
通
し
た
主
な
活
動
に
は
、　
一
月
の
消

防
出
初
式
か
ら
始
ま
り
、
春
の
火
災
予
防
、

夏
季
特
別
訓
練
大
会

（本
年
度
か
ら
夏
季
技

術
研
修
会
と
い
う
名
称
に
変
更
）
に
向
け
た

技
術
訓
練
と
研
修
会
本
番
で
の
競
技
、
各
町

会
さ
ん
の
盆
踊
り
の
肇
備

・
防
災
訓
練
の
活

動
支
援
、
秋
の
火
災
予
防
、
年
末
年
始
特
別

火
災
予
防
運
動
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、
各

種
講
習
や
訓
練
が
必
要
に
応
じ
て
実
施
さ
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れ
て
ま
す
。
日
常
業
務
と
し
て
、
主
に
第

一

金
曜
日
に
分
団
定
例
会
議
を
開
催
し
、
毎
月

月
末
に
は
車
両
及
び
積
載
ポ

ン
プ

の
点
検

を
実
施
し
て
お
り
、
火
災
が
あ
れ
ば
出
動
致

し
ま
す
。

二
十
三
分
団
は
、
日
暮
町
会
を
始
め
、
日

暮
七
丁
目
町
会
、
来
菓
町
会
、
門
前
町
会
、

陣
屋
前
町
会
、
八
景
台
町
会
、
牧
の
原

一
丁

目
町
会
、
牧
の
原
二
丁
目
町
会
の
八
つ
の
町

会
さ
ん
の
エ
リ
ア
で
消
防
団
活
動
を
行

っ

て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
六
つ
の
地
域
で
盆
踊
り
の
墓

備
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
お
子
様
と
消
防
車

と

一
緒
に
写
真
を
撮
っ
て
頂
い
た
り
、
消
防

団
員
の
活
動
に
つ
い
て
興
味
を
持

っ
て
頂

い
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

①

七
月
十
九
日

（土
曜
Ｙ

二
十
日

（日
曜
）

陣
屋
前
町
会
盆
踊
り

場
所

中
カ
ン
ナ
公
園

時
間

中
十
八
時
～
二
十
時
三
十
分

②

七
月
二
十
六
日

（土
曜
）

サ
ン
セ
ツ
ト
ホ
ー
ム
タ
涼
み
会

場
所

¨
サ
ン
セ
ツ
ト
ホ
ー
ム
　
　
　
．

時
間

¨
十
八
時
～
二
十
時
三
十
分
頃

③

八
月
二
日

（土
曜
）
雨
天
時
翌
日

日
暮
町
会
盆
踊
り

場
所

一
白
髭
神
社

時
間

¨
十
九
時
～
二
十

一
時
三
十
分

④
八
月
九
日

（土
曜
）
雨
天
時
翌
日

八
景
台
町
会
盆
踊
り

場
所

¨
千
駄
堀
湧
水
広
場

時
間

¨
十
八
時
～
二
十

一
時
三
十
分

⑤
八
月
十
四
日

（木
曜
）
雨
天
時
翌
日

門
前
町
会
盆
踊
り

場
所

¨
門
前
公
園

時
間

¨
十
七
時
三
十
分
～
二
十
時
三
十
分

⑥
八
月
二
十
三
日

（土
曜
）
雨
天
順
延
無
し

牧
の
原
二
丁
目
盆
踊
り

場
所

中
か
ぶ
と
公
園

時
間

¨
十
七
時
～
二
十
時
三
十
分

【日
暮
消
防
団
に
ご
協
力
を
】

二
十
三
分
団
は
、
い
つ
で
も
加
入
が
可
能
で

す
。
現
状
の
団
員
数
は
、
八
名
で
す
。
こ
れ

ま
で
は
、
自
営
業
や
農
家
さ
ん
中
心
の
メ
ン

バ
ー
で
し
た
が
、
現
在
は
、
勤
め
人
が
多
い

た
め
、
勤
務
時
間
中
は
時
間
を
自
分
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
方
が
多
い
こ
と
、
仕
事

や
家
庭
の
事
情
で
住
ま
い
が
遠
方
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
方
も
い
る
こ
と
、
二
十
代
～
四
十

代
の
メ
ン
バ
ー
の
た
め
、
子
育
て
や
仕
事
が

一
番
大
変
な
年
代
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

な
か
な
か
集
ま
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
現
状
で
す
。
続
け
て
行
く
た
め
に

は
、
「新
し
い
方
に
入
っ
て
頂
き
人
数
を
増
や

す
こ
と
」
が

一
番
の
解
決
策
で
す
。

裏
ペ
ー
ジ
に
続
く
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【今
年
の
夏
季
技
術
研
修
会
に
つ
い

て

（旧
夏
季
特
別
訓
練
大
会
】

去
る
七
月
十
二
日

（土
曜
）
に
小
型
ポ

ン
プ

ロ
ブ
ロ
ツ
ク
で
、
今
年
は
初
め
て
の

二
十

一
分
団

（金
ケ
作
）
と
の
合
同
チ
ー

ム
で
出
場
し
て
参
り
ま
し
た
。
練
習
は
、

六
月
十
六
日
～
七
月
十

一
日
ま
で
、
毎
週

月

。
水

。
金
曜
日
の
十
九
時
半
～
二
十

一

時
ま
で
主
に
牧
の
原
中
学
校
の
校
庭
で
、

五
香
方
面
隊
全
面
バ

ッ
ク
ア
ツ
プ

の
も

と
訓
練
を
実
施
し
、
当
日
を
迎
え
ま
し

た
。残

念
な
が
ら
入
賞
は
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
辞
退
を
せ
ず
に
、
技
術
を
身

に
付
け
出
場
し
た
こ
と
に
、
大
き
な
意
義

が
あ
り
ま
し
た
。

つ
夜
間
時
の
訓
練
の
様
子

つ
研
修
会
当
日
の
様
子

【消
防
団
員
に
な
る
と
良

い
こ
と
も
あ

り
ま
す
！
】

実
は
、
消
防
団
は
完
全
な
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
が
、
火
災
に
出
動
し
た
り
、

各
種
訓
練
や
講
習
に
参
加
し
た
際
は
手
当

て
が
出
ま
す
。

学
生
の
方
も
入
団
で
き
ま
す
の
で
、
就

職
活
動
の
「
刀
に
な
り
ま
す
。
学
生
時
代
に

消
防
士
を
目
指
し
て
分
団
に
入
り
、
実
際

に
消
防
士
や
救
命
士
に
な
っ
て
い
る
方
も

い
ま
す
。
商
売
を
営
ん
で
い
る
方
は
、
地
域

活
動
を
通
じ
て
、
商
売
に
繋
が

っ
た
り
、
公

の
お
仕
事
に
つ
い
て
い
る
方
は
仕
事
が
し

や
す
く
な
っ
た
り
、
地
域
の
方
々
と
の
つ

な
が
り
が
よ
り
深
く
な
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地

元
愛
が
増
し
ま
す

（笑
）

〓
奪
寺
一蓄
子
華
一ヽ事
事
一彗
二
．一ゴ
■
〓
・一一藤
」
・葬
賞

菫
・・・■
５

彗
て
■
・‥
蓬
…
≡
・意
・桑
一春
こ
と
が

一
番

畢
一瞳
力
一一一ヽ・・轟
一一意
彗
手
桑ヽ
一Ｉ
多
予
け
し

・湘
憐
目
曼
働
身
■
甘
．
蓄
黛
動
特
別
職
壽
襲

耳
全
鴛
昆
壻
ず
ｆ

ｉｌｉ‐■

一
退
□
∵
一「（
本
人
分
き
由

〓̈
―――、
■
丁
．
入
団
希
望
の
方
が
い
ら
っ
し
や
れ

ば
、
各
町
会
長
さ
ん
、
部
長
さ
ん
、
班
長
さ
ん
、

五
香
消
防
署
、
松
戸
市
消
防
局
あ
る
い
は
、
直
接

分
団
長
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
具
体
的
な
活

動
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
仕
事
忙

し
い
方
も
何
と
か
な
り
ま
す
―
大
丈
夫
で
す
―

私
も
市
川
市
で
六
十
四
年
続
く
（株
）稲
葉

商
店
と
い
う
建
物
解
体
業
で
四
代
目
の
社
長

に
こ
の
四
月
に
就
任
し
ま
し
た
が
、
何
と
か

な
っ
て
ま
す
―

（笑
）

是
非
、
町
会
の
皆
様
、
デ
」
家
族
、
デ
」
親
戚
、

ご
友
人
、
先
輩
、
後
輩
に
お
声
が
け
頂
き
、

ご
自
身
の
地
域
や
家
族
の
た
め
に
日
暮
二
十

三
分
団
と
し
て
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
参
り

ま
し
よ
う
１
一躍
鸞
ヽ
ぼ


